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大
量
親
祭
主
大
教
観
察

大
量
観
察
と
大
教
観
察

|
|
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ

1
2統
計
撃
と
大
教
法
則
』
]
|

司王

EH 

JE 

フ
ラ
ス
ク
ム
バ
ー
の
論
文
?
統
計
山
晶
子
と
大
数
法
則
」
を
粕
介
す

る
の
が
、

と
の
小
柄
の
意
闘
す
る
所
で
あ
る
。

7

ラ
ス
ケ
ム
パ

1
は
既
に
五
日
が
閣
の
統
計
四
半
田
作
に
於
て
一
一
件

友
ら
や
紹
介
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
名
は
も
は
や
耳
新
し
い
も
の

で
は
な
い
。
殊
に
賂
川
博
士
は
、
先
年
、

フ
ヲ
ス
ケ
ム
パ

l
の

集
闇
論
に
闘
設
さ
れ
、

7
-
7

ス
ケ
ム
パ

l
の
集
圏
の
分
類
に
就

て
批
判
さ
れ
る
所
が
あ
っ
た
。
誌
に
事
新
し
く
7

ラ
ス
ケ
ム
パ

ー
を
取
上
げ
、
紹
介
す
る
所
以
は
、
上
記
の
論
文
が
、

ケ
ム
パ

l
の
統
計
事
現
論
の
緒
論
的
部
分
を
構
成
し
、

フ

ラ

ス

こ
の
論

文
以
外
の
諸
勝
一
作
が
い
づ
れ
も
、

と
の
論
文
に
沿
け
る
論
結
の

兵
鰭
化
・
展
開
に
営
て
ら
れ
て
ゐ
る
か
、
或
は
こ
れ
を
装
礎
に

し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
こ
の
論
文
に
は
、
所
一
設
の
随
所

第
四
十
七
巻

第
主
銃

四

七
四

に
調
逸
に
A

お
け
る
枇
人
間
統
計
思
一
夜
の
自
己
批
判
的
な
も
の
が
包

磁
さ
れ
、
そ
の
艶
に
積
叡
的
意
義
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る。
こ
の
論
文
に
於
け
る
プ
ラ
ス
ケ
ム
バ

l
の
論
活
は
茜
だ
し
く

多
叫
に
亙
勺
ナ
一
ゐ
る
が
、
敢
て
之
を
要
約
す
れ
ば
、
突
の
二
つ

の
問
問
酬
に
論
述
の
探
知
が
山
ほ
か
れ
.
そ
の
解
決
配
恭
礎
比
し
て
、

統
計
壌
に
た
け
る
大
数
法
則
の
意
義
を
規
定
し
よ
う
と
し
て
ぬ

る、

と
云
ふ
と
と
が
出
来
よ
う

3

邸
ち
、
資
験
的
方
法
に
針
立

し
て
、
自
然
科
事
の
領
域
、
殊
に
物
理
畢
・
生
物
撃
の
領
域
に

於
て
康
範
聖
官
友
通
用
性
を
も
円

J

所
の
、
所
制
問
「
統
計
的
方
法
」

(
m
Z
E
M
F
E
n
-
5
P
H
O
[
一
塁
豆
大
数
観
察
の
方
法
、
集
国
的
研
究

(
方
)
法
は
、
杭
合
利
問
中
干
の
領
域
に
於
て
如
何
、
な
る
程
度
の

泊
問
可
能
性
を
右
っ
か
、
之
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
第
一

tコ
問

題
で
あ
る
。

と
の
問
題
の
解
決
を
前
提
し
て
、
祉
命
日
科
患
の

分
校
と
し
て
の
統
計
事
(
社
舎
統
計
き
に
於
て
は
、
如
何
な
る

方
法
が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、

が
第
二
の
問
題
で
る
る
。
紹
介
は
と
の
諸
論
黙
に
局
限
し
、

こ
れ
を
確
定
す
る
と
と

れ
に
君
子
の
柿
足
的
説
明
を
附
加
す
る
に
と
U
め
、
吟
味
は
こ こ

Fla!;kamper; "Die Statistik und das Ge悶 tzder gro師 団 Zahlen“(AIJg.S1:at. 
Arch. 16 Bd. 1927) 
峰川博士L統計畢研究第一巻守研究第三、大量に就て(USl'(--39頁)
上記論文以外に Fla::.kalnperの "Daぉ Problemder "Gleichartigkeit“in der 
Stat.“ (Al1g. Stat. Arch. 19 Bd.)， "Beitrag 7.U ei問 r Theo口e der s1:at. 
Ma:-.::.en“(AJlg. Stat. Arch. 17 Hd. 1928) を参照し7::。
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れ
を
後
日
に
譲
り
た
い
。

先
づ
第
一
の
問
題
に
就
て
。

プ
ラ
ス
ケ
ム
メ

l
の
所
設
の
結
論
を
見
る
に
、

「
統
計
的
方

の
一
位
舎
科
撃
の
領
域
へ
の
遁
用
性
は
、
極
め
て
狭
小
で
あ

るi)さ
と

そ
の
諭
嫁
と
し
て
、

プ
ラ
ス
ケ
ム
バ

l
の
拳
げ
る
駈

は
突
の
如
〈
で
あ
る
。

)、1
 

f
l
 

一i

統
計
的
方
法
」
は
大
数
法
則
が
安
蛍
す
る
場
合
に
の
み

い高

H
H
5
L
H
A
r
p
。

-
H
F
E
t
f
J
 
じ
収
、
た
孜
去
り

t
b九州
L
q
J
在
住
品
川
ア
玉
、
同
町
、

-7刻
ぺ
一
ノ
巾
虫
、
正
日
比
七
f
ノ
応
斗
白
"
作

E
Z
n
i
ふ
H
M

寸

数
接
的
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
統
計
的
方
法
」
の
基

つ
通
俗
化
さ
れ
た
、
非
数
率
的
形
態
に

礎
に
友
る
場
合
に
は
、

於
て
」
問
題
に
な
り
得
る
に
ナ
ぎ
肉
。
「
蓋
し
統
計
的
数
は
、
精

確
左
教
事
的
方
法
に
比
し
て
飴
り
に
も
粗
雑
に
し
て
、
誤
差
を

も
つ
こ
と
、
徐
り
に
も
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
。

ω、
大
教
法
則
が
適
用
さ
れ
得
る
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の

保
件
が
‘
「
統
計
的
方
法
」
の
適
用
さ
れ
る
集
圏
に
於
て
み
た
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ィ
、
「
集
団
の
大
い
さ
が
十
分
に
犬
で
あ
る
こ
と
」
。

大
量
観
察
と
大
教
掘
削
奈

ロ
、
集
圏
が
恒
常
的
な
一
ざ
ま
Z
Z
H
)

統
一
的
な
(
つ

EE--Z)

原
因
(
原
肉
複
合
)
に
依
っ
て
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
換
言
す

れ
ば
、
集
闘
が
同
質
(
一

-25目
。
ロ
)
で
あ
る
と
と
ポ
誌
に
云
ふ
同

質
友
る
集
固
と
は
、

集
園
の
構
成
因
子
た
る
個
別
事
例
(
個
償
)

が
、
一
方
に
於
て
個
別
事
例
の
す
ぺ
て
に
共
通
怠
る
原
閃
、
即

ち
恒
常
的
原
凶
に
依
っ
て
、
他
方
に
於
て
個
別
事
例
毎
に
大
い

い
は
ピ
時
鋭
化
的
在
(
〈
三
一
戸
豆
)
偶
然

さ
と
方
向
を
具
に
す
る
、

、
、
、

的
原
因
に
依
勺
て
規
定
さ
れ
、
偶
然
的
原
因
が
恒
常
的
原
因
に

針
し
て
、
相
圧
に
…
以
針
の
方
山
山
ら
閃

の
閉
山
以
伊
一
以
て
作
附

し
、
十
分
に
大
怒
る
集
聞
に
於
て
は
そ
の
作
用
が
相
殺
さ
れ
得

る
所
の
集
闘
で
あ
る
。

問
、
枇
命
日
科
撃
の
領
域
に
於
て
問
題
に
友
る
集
開
が
、
大
数

法
則
の
要
求
す
る
右
の
僚
件
を
満
足
す
る
揚
ム
口
は
判
明
め
て
少

い
。
而
も
第
一
に
「
枇
命
日
統
計
家
は
研
究
劉
象
た
る
事
例
の
数

を
任
意
に
増
大
し
得
る
自
然
科
曲
学
者
の
如
き
好
都
合
た
傑
件
に

あ
る
も
の
で
は
・
た
い
」
、
第
二
に
集
閣
向
憶
が
同
質
性
を
有
た
ぬ

場
合
が
多
い
、
む
し
ろ
そ
れ
が
一
般
的
で
あ
る
白

プ
ラ
ス
ケ
ム
バ

1
は
以
上
の
如
く
、
大
教
法
則
の
受
賞
を
、

第
四
十
七
巻

七
四

四

第
五
競

Fl.，k呈mper;

513・
1Jl. 3)， 4)， 5) a. a. 0.， S. 5D8. 
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大
量
概
祭
と
大
数
視
察

「
統
計
的
方
法
」
適
用
の
た
め
に
必
要
な
依
件
と
し
、
突
に
大
教

法
則
が
受
営
す
る
た
め
の
僚
件
を
指
示
し
、

そ
の
僚
件
が
枇
合

科
皐
の
領
域
に
於
て
は
極
め
て
局
限
さ
れ
た
範
園
で
し
か
満
さ

れ
た
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
れ
、

7

ラ
ス
ケ
ム
パ

l
の
、
枇

舎
利
率
の
領
域
に
於
て
、
「
統
計
的
方
法
し
が
狭
小
夜
遊
用
性
し

か
も
た
な
い
と
云
ふ
主
慌
の
論
様
で
あ
る
。

安
陀
第
二
の
問
題
に
就
て
。

枇
舎
統
計
町
晶
子
陀
於
て
問
題
に
友
る
方
法
は
、
統
計
的
方
法
の

み
で
は
友
い
、
と
云
ふ
の
が
乙
の
問
題
の
結
論
で
あ
る
。
し
か

ら
ば
か
a
A

る
結
論
を
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
は
如
何
怠
る
論
援
の
下

に
誘
導
し
た
か
、
之
を
簡
単
に
見
ょ
う
。

第
一
の
問
題
の
結
論
は
、
重
要
た
前
提
を
左
す
。
更
に
7

ラ

ス
ケ
ム
パ

I
は
、
在
来
の
統
計
山
僚
が
、
集
圏
忙
剥
し
て
二
つ
の

「
認
識
同
的
」
を
認
め
て
ゐ
る
と
と
、

又
貫
際
に
集
圏
に
劃
し
て

そ
の
二
つ
の
認
識
目
的
が
定
立
さ
れ
る
と
と
及
び
こ
の
認
識
目

的
達
成
の
方
法
が
全
く
相
具
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
指
摘
ぃ
、

こ
~1.. 

を
い
ま
一
つ
の
前
提
と
し
て
ゐ
石
。
誌
に
云
ふ

第
四
十
七
巻

七
四
四

第
五
娩

四
rm 

山
、
二
つ
の
認
識
目
的
と
は
、

ィ
、
集
閣
の
大
い
さ
と
構
造
の
記
港
。

ロ
、
集
圃
法
則
(
冨
盟
諸
国
】
四
20-N一
の
定
立
。

で
あ
る
。
但
し
集
闘
法
則
を
定
立
す
る
こ
と
を
以
て
目
的
と
す

る
刊
朝
合
に
も
、
集
閣
の
大
い
さ
が
明
か
に
在
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば

:、，
A
ロ

ホ
山
内
」
v
v

付川山

し
か
し
セ
ル
立
、

7

J

h

i

 

ヘ
刊
日
亡
人
k
h
f
u
U日
以
吋

/

円

υ
ぃ
ト

h'
小刀
U
4
J
J
1
4
H

を
と
↓

k
t引
h

F
イ
fle--

，v

王一

r
I

す
)

に
よ
っ
て
、

こ
の
二
つ
の
認
識
目
的
が
同
一
系
統
乃
至
は

同
一
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
と
の
論
協
に
は
な
り
得
な
い
。

問
、
集
閣
法
則
の
定
立
の
た
め
に
趨
期
さ
れ
る
方
法
は
、
所

謂
「
統
計
的
方
訟
」
で
あ
る
が
、
「
統
計
的
方
法
」
は
大
教
法
則
を

茶
礎
と
し
、
そ
れ
が
濫
用
さ
れ
る
べ
き
針
象
に
、
同
質
性
を
要

求
す
る
。
だ
が
枇
命
日
科
壌
の
領
域
に
於
て
問
題
に
さ
れ
る
集
圏

は
同
質
性
を
有
志
ん
た
い
も
の
が
多
い
コ
従
っ
て
「
統
計
的
方
法
」

は
狭
小
友
適
用
性
し
か
も
た
な
い
。
と
れ
、
既
に
の
べ
た
通
り

で
あ
る
。
同
質
性
を
有
た
な
い
集
閤
(
三
円
一
三
5
5
0芳
三
呂
志
間
)

に
於
て
は
、
そ
の
犬
い
さ
と
構
造
そ
明
か
に
す
る
と
と
を
以
て

満
足
し
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
の
方
法
は
、

の
云
ふ
悉
皆
犬
量
観
察
す
呂
町

T
S
F
E
O
冨
戸
田

S
F
D宮内
Z
Z
E
m
)

マ
イ
ヤ

l

a. a. 0.， S. 508. 
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「
汁
数
・
計
量
・
計
算
」

(
N戸
}
乙

2
f
Z
2
5
-
F
ロ
2
2
r
コ
ヨ
ユ

Fコ

方
法
で
あ
る
。

の
で
は
友
い
。

こ
の
方
法
は
宅
も
大
数
法
則
を
某
礎
と
す
る
も

問
、
「
統
計
的
方
法
1

一
に
於
て
は
、
結
果
の
確
貫
性
を
吟
味
す

る
た
め
に
、
集
固
の
大
い
さ
が
問
題
に
さ
れ
る
。
し
か
し
集
岡
崎

の
大
い
さ
は
、
悉
持
大
量
観
察
の
方
法
に
沿
け
る
が
如
く
、
そ

れ
白
憾
に
於
て
問
題
に
さ
れ
、
そ
れ
が
確
定
を
直
峻
的
に
意
同

間さ
1i!!1れ
にる
ミ(/)

J!'!，と

おは
に全
ナ 1~
吉野 冒.

ぬ 1) 1''1< 
O を

異
iこ

補
助
的
・
第
二
義
的
に

T 
翠;

安

IX 

主の
を"忽
有 i哉
す同
る"j rr/~ 
。江〉

?fc 圭
一成
t亡は:

z枇
1'1L.全h

計詩
的接
116う

ご領
L土 1或
~ti:に
曾於

同
、
第

科
事
の
領
域
に
於
て
狭
小
な
遁
出
性
し
か
も
た
左
い
、
従
っ
て

集
圏
法
則
の
定
立
は
品
川
ど
不
可
能
で
あ
る
と
云
つ
で
も
よ
い
が
、

集
閣
の
大
い
さ
と
構
造
の
記
港
は
集
閣
の
同
質
性
の
有
無
に
拘

は
ら
や
常
に
可
能
で
あ
る
。
第
一
一
に
集
闇
の
大
い
さ
と
構
造
の

記
漣
が
そ
の
ま
L
墜
問
と
は
な
り
得
な
い
が
、
製
問
的
・
費
践

的
に
貴
重
宏
材
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
か
。

以
上
の
諸
要
黙
が
、
枇
合
統
計
風
?
に
於
て
は
如
何
な
る
方
法

大
量
観
察
と
大
教
観
察

が
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
而
し
て
そ
れ
を
封
象
と
す
る

方
法
論
(
統
計
方
法
論
)
の
組
織
鳴
一
糸
は
如
何
に
一
な
さ
れ
ね
ば
な

ZSI ら
嫁ね
ーで カ通
あ
る月)と

L~ 
よ、

第

Uコ
問
題
(/) 

結
論
を

v欠

江〉

主日
〈

規
定
す
る

山
一
、
枇
合
統
計
息
子
が
閣
週
に
す
る
方
法
は
、

一
つ
の
統
一
的

な
も
の
で
は
な
い
。
二
つ
で
あ
る
。

一
つ
は
「
統
計
的
方
法
「

司ム

じっ てコ
LE l立
を恋
か 4三?
り大
ご貴
表槻
現察
ナの
る方
と9)法

前
者
1;士

十世
メ己

白"J

方
法
ι 

い
ま

之
で
あ
る
。

7

ラ
ス
ケ

町

i

m

l

M

M

4

h

M

叫

同

、

「

p
o円
四
吋
戸
田
宮
川
山
口

Zο
」

E
2士
宮
(
戸
。
」

後
訴
は
「
計
数

計
四
型

↓

:

 

日
州
国
押
」

の
方
法
で
あ
る
。

ω、
統
計
方
法
論
は
、
「
統
計
的
方
法
」
と
「
悉
皆
大
量
視
察

の
方
法
」
と
を
研
究
針
象
と
す
る
。
二
つ
の
方
法
は
、
認
識
目

的
を
具
に
し

叉
埋
論
的
基
礎
を
異
に
す
る
。
そ
れ
放
に
、

の
相
異
を
常
に
前
提
し
、
そ
れ
を
万
法
論
的
諸
概
念
の
規
定
に

闘
聯
せ
し
め
ね
ば
左
ら
ね
。

四

最
後
に
、
統
計
阜
で
に
ゐ
け
る
大
教
法
則
の
意
義
如
何
?

れ
、
さ
き
に
指
摘
し
た
如
く
、

こ
の
論
文
に
沿
い
て
7

ラ
ス
ケ

第
四
十
七
巻

七
四
五

第
五
競

四
五

と
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大
量
観
察
と
大
教
観
察

ム
n

ハ
ー
が
明
か
に
せ
ん
と
す
る
別
で
あ
り
、
以
上
に
述
べ
た

つ
の
問
題
も
、

と
れ
を
明
か
に
せ
ん
が
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

J

プ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
に
土
れ
ば
、
「
統
計
的
方
訟
一
は

枇
命
日
州
製
の
鋲
域
に
於
て
極
め
て
狭
小
た
池
間
可
能
性
し
か
も

た
ね

J

第
二
に
枇
品
川
統
計
患
に
於
て
問
題
に
友
る
方
法
は
‘
「
統

4
』
れ
リ
ト
ワ

ι
&

一一一H
A
口一ノヲ

J
H

仰
φ
h，J

芯
皆

の
み
で
な
ぐ
¥

、一
1

品-''

U

、、‘百」
d
'
 

コ
リ
〉

f
ミ

/一口
H
V
寸ノ，

uH

大
MUR
矧
伐
の
方
法
が
あ
る
。

よ
ヘ
政
士
川
士
山
首

τ
如
し
て
山
批
准

:一

;
l
J
i
I
F
-
-
F
-
2
1

を
反
す
が
、
後
者
に
射
し
で
は
何
の
闘
係
も
な
い
。
統
ウ
て
利

台
統
計
撃
が
そ
の
理
論
的
支
粧
を
大
教
法
則
に
求
め
、
大
教
訟

則
が
枇
曾
統
計
単
に
謝
し
て
迎
論
的
支
柱
と
な
り
得
る
の
は
、

一
舵
命
日
統
計
挙
が
「
統
計
的
方
法
」
を
問
題
に
す
る
限
り
に
於
て
の

み
で
る
る
。
枇
曾
統
計
皐
が
、
一
統
計
的
方
法
」
と
共
に

悉
ι日

大
包
重
視
祭
の
方
訟
」
を
問
題
に
す
る
限
り
、
大
教
法
則
は
枇
命
日

統
計
製
に
劃
し
て
全
凶
的
に
支
柱
と
な
っ
て
ゐ
る
詳
で
は
た

スレ、
ケ P

ムか
バく

lD 

L主主口
車古 〈
叫ム

臼問』 〆、
と数
し法
て則
ゐの
る意
，1)義

I亡

限
界
を
附
L--

」

フ
ラ
λ

ケ
ム
バ

l
の
論
辿

ω
骨
子
は
、
以
上
の
如
く
で
あ
る

が
、
設
に
一
一
↑
一
日
を
附
加
し
た
い
。

7 

7 

第
四
十
七
巻

七
回
大

第
五
島
都

一
四
六

社
合
同
統
計
撃
派
の
諸
持
作
に
於
て
は
、
大
景
観
察
と
個
憶
の

大
教
観
察
と
を
促
同
し
、
大
数
法
則
が
大
量
観
察
法
の
基
礎
で

あ
る
か
の
如
く
、
或
は
大
数
法
則
が
統
計
問
中
に
劃
し
て
全
面
的

に
別
論
的
支
粧
と
怠
る
か
の
如
く
考
へ
る
論
者
が
多
川
。

フ
ラ

ス
ケ
ム
パ
ー
は
か
と
也
所
一
況
に
針
立
し
て
、
大
量
観
察
と
個
健

の
↓
へ
数
間
一
千
と
を
明
昨
に
国
別
し
、

大
教
法
則
が
大
月
前
期
察
法

へ
‘
ノ
ド

L
H
林
巳
ピ

Z

J

H

)

日
'
¥

〆む

J
Y

ず引

7
〈

J
A
V
，E

主
主
ム
L
↓

1

3

:
す

J

一
主
ム

1
7
-
2

E

L

O
恥一一
ρ
長
プ
炉
事
[
て
7
1
旭
町

K
型一

論
的
支
柱
穴
る
か
の
か
く
考
へ
る
見
解
を
担
否
ぜ
ん
と
す
る
も

の
に
外
た
ら
な
い
。

こ
の
小
稿
の
冒
一
一
閣
に
記
し
た
斗
一
粧
台
統
計

回
申
振
の
自
己
批
判
的
な
も
の
」
と
は
邸
ち
之
で
あ
る
。
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